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(百万円未満切捨て)

１．2023年３月期第３四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 61,400 2.4 △990 － △609 － △2,721 －

2022年３月期第３四半期 59,937 17.5 3,265 42.6 3,351 29.7 2,117 21.8
(注) 包括利益 2023年３月期第３四半期 △1,651百万円( －％) 2022年３月期第３四半期 2,955百万円( △4.3％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第３四半期 △137.17 －

2022年３月期第３四半期 106.71 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 124,528 59,970 45.5

2022年３月期 117,739 62,578 50.3
(参考) 自己資本 2023年３月期第３四半期 56,622百万円 2022年３月期 59,184百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 24.00 － 24.00 48.00

2023年３月期 － 24.00 －

2023年３月期(予想) 24.00 48.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 81,000 0.6 △2,300 － △2,100 － △3,900 － △196.58
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） ― 、除外 ―社（社名） ―
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

（注）詳細は、添付資料９ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事
項（会計方針の変更）」をご覧ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年３月期３Ｑ 20,652,400株 2022年３月期 20,652,400株

② 期末自己株式数 2023年３月期３Ｑ 813,431株 2022年３月期 813,391株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期３Ｑ 19,838,991株 2022年３月期３Ｑ 19,839,029株

　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ
ての注意事項等については、添付資料４ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの
将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間の世界経済は、一部の地域を除き持ち直しているものの、ウクライナ情勢の長期化や中国

におけるロックダウン、原油・エネルギー価格の高止まりおよび多くの産業における在庫調整の影響が続くなか、世界

的な金融引き締めによる景気の下振れが懸念される状況が続いております。国内経済においては、経済活動の正常化を

進めるなか、景気は緩やかに持ち直していますが、一部に弱さがみられ、急激な為替変動や物価上昇などのリスクが顕

在化しております。

このような環境のもと、当社グループにおきましては、2021年度よりスタートしました第５次中期５ヵ年経営実行計

画の方針（KIZUNA経営の推進とKIZUNA指標の達成）に沿った重点施策を進め、コア技術・素材を中核とした事業ポート

フォリオ改革や新事業の創出などによる持続可能な地球環境と社会を実現するための取り組みに注力しております。業

績面では、高付加価値製品の拡販、収益改善策に取り組んでおりますが、半導体不足などを背景とした電子部品の需要

環境変化に加え、ロジンや石化原料などの原材料価格やエネルギーコストの大幅な上昇が収益性に大きく影響しまし

た。特に2023年３月での製造終了（予定）を決定しました欧州における水素化石油樹脂は、天然ガスおよび水素価格の

高騰や原料事情の悪化にともなう生産・販売数量の低下による収益性の悪化が顕著になってきております。

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は614億円（前年同期比2.4％増）、営業損失は９億90百万円（前年同

期は営業利益32億65百万円）、経常損失は６億９百万円（前年同期は経常利益33億51百万円）となりました。また、前

述の製造終了決定にともなう減損損失を第２四半期に特別損失として計上したこともあり、親会社株主に帰属する四半

期純損失は27億21百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純利益21億17百万円）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。なお、セグメント区分の売上高はセグメント間の内部売上高を含んでお

りません。

＜機能性コーティング事業＞

電機・精密機器関連業界は、世界的な半導体不足や中国におけるロックダウンなどを背景とした自動車、スマートフ

ォン、PC、家電の生産調整により、電子部品などの需要が低調に推移しました。このような環境のもと、当事業におき

ましては、機能性コーティング材料用の光硬化型樹脂はスマートフォンや自動車関連分野、ディスプレイ関連分野での

急激な在庫調整により売上高は減少しました。また、印刷インキ用樹脂や塗料用樹脂などの売上高は増加したものの、

原材料価格やエネルギーコストの上昇等により収益性が低下しました。

その結果、売上高は121億７百万円(前年同期比0.7％減)、セグメント利益は３億93百万円(同57.5％減)となりまし

た。

＜製紙・環境事業＞

製紙業界は、ｅコマース（電子商取引）市場の世界的な成長にともない堅調に推移していた段ボール原紙など板紙の

需要が下期に入り軟化しております。このような環境のもと、当事業におきましては、板紙向け紙力増強剤の売上高は

増加したものの、原材料価格やエネルギーコストの上昇等により収益性が低下しました。なお、荒川ケミカルベトナム

社は順調に稼働しております。

その結果、売上高は158億８百万円(前年同期比12.8％増)、セグメント利益は２億75百万円(同67.9％減)となりまし

た。
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＜粘接着・バイオマス事業＞

粘着・接着剤業界は、世界的に紙おむつ向け接着剤の需要が堅調に推移しましたが、自動車関連分野では生産調整に

より需要が低調に推移しました。このような環境のもと、当事業におきましては、ロジンや石化原料の価格の高騰に加

えて、欧州における天然ガスおよび水素価格の歴史的高騰により、収益性の悪化が継続しております。また、千葉アル

コン製造株式会社につきましては、本格生産に向けた試生産（減価償却費をともなう）を11月に開始しました。

その結果、売上高は234億38百万円(前年同期比2.5％減)、セグメント損失は19億59百万円(前年同期はセグメント利益

５億70百万円)となりました。

なお、荒川ヨーロッパ社（ドイツ）における水素化石油樹脂は2023年３月での製造終了を予定しておりますが、欧州

を中心とした販売拠点としての事業活動は継続いたします。詳細につきましては、2022年９月27日に公表しました「荒

川ヨーロッパ社（ドイツ）における水素化石油樹脂の製造終了に関するお知らせ」をご参照ください。

＜ファイン・エレクトロニクス事業＞

電子工業業界は、半導体不足や中国におけるロックダウンによる稼働低下や在庫調整が長期化しており、依然として

不透明な状況が続いております。このような環境のもと、当事業におきましては、好調に推移していた精密研磨剤の販

売が下期に入り減速しましたが、精密部品洗浄剤は堅調に推移しました。

その結果、売上高は98億74百万円(前年同期比4.4％増)、セグメント利益は３億74百万円(同35.3％増)となりました。

なお、半導体・先端材料分野でのさらなる拡販を目指し、水島工場（岡山県倉敷市）にファインケミカル製品の新た

な生産設備投資（約20億円）を決定したことに加えて、精密研磨剤の将来的な需要増加へ対応するため、100％出資の連

結子会社である山口精研工業株式会社（愛知県名古屋市緑区）において、精密研磨剤の生産能力を増強（約11億円）す

ることを決定しました。詳細につきましては、2022年11月17日に公表しました「ファインケミカル生産設備の新設に関

するお知らせ」および「連結子会社における精密研磨剤の生産能力増強に関するお知らせ」をご参照ください。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ67億88百万円増加し、1,245億28百万円とな

りました。主な要因は、現金及び預金が34億88百万円、受取手形及び売掛金が28億９百万円、棚卸資産が18億52百万円

増加したことによります。

負債は、短期借入金が100億34百万円増加したことなどにより、前連結会計年度末に比べ93億96百万円増加し、645億

57百万円となりました。

純資産は、利益剰余金やその他有価証券評価差額金が減少したことなどにより、前連結会計年度末に比べ26億７百万

円減少し、599億70百万円となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年10月28日に公表しました2023年３月期の通期業績予想を修正しております。詳細につきましては、2023年２月

２日に公表しております「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。

（参考）「業績予想の修正に関するお知らせ」（2023年２月２日公表）

2023年３月期通期業績予想数値の修正（2022年４月１日～2023年３月31日）

売上高 営業利益 経常利益

親会社株主に

帰属する

当期純利益

１株当たり

当期純利益

前回発表予想（Ａ）

百万円

83,000

百万円

△1,800

百万円

△1,600

百万円

△3,500

円銭

△176.42

今回修正予想（Ｂ） 81,000 △2,300 △2,100 △3,900 △196.58

増減額（Ｂ－Ａ） △2,000 △500 △500 △400 －

増減率（％） △2.4 － － － －

(ご参考)前期通期実績

（2022年３月期）
80,515 3,304 3,566 1,502 75.75

本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断す

る一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々

な要因により大きく異なる可能性があります。

また、千葉アルコン製造株式会社におきましては、水素化石油樹脂の製造設備が当社グループにおいて過去最大級の

大型設備であり、複数の製造工程にわたる動作確認および不具合の解消に努め、本格生産に向けた試生産を11月に開始

しました。多額の償却費の計上となるため、当面の収益性を押し下げる要因となりますが、安全を最優先とした安定稼

働に取り組んでまいります。

（参考）千葉アルコン製造株式会社の減価償却費（予想）

金額：百万円

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

約1,050 約2,400 約1,900 約1,550

　



荒川化学工業株式会社(4968) 2023年３月期 第３四半期決算短信

― 5 ―

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,374 13,862

受取手形及び売掛金 25,713 28,522

電子記録債権 1,953 2,181

商品及び製品 10,826 11,701

仕掛品 1,196 1,771

原材料及び貯蔵品 10,136 10,539

その他 2,392 1,533

貸倒引当金 △115 △120

流動資産合計 62,477 69,992

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 16,823 16,870

機械装置及び運搬具（純額） 16,385 15,428

土地 4,994 5,097

建設仮勘定 1,038 1,328

その他（純額） 1,035 1,098

有形固定資産合計 40,277 39,822

無形固定資産 1,851 1,774

投資その他の資産

投資有価証券 8,342 7,633

退職給付に係る資産 2,907 2,939

繰延税金資産 267 231

その他 365 388

貸倒引当金 △115 △142

投資その他の資産合計 11,766 11,049

固定資産合計 53,895 52,646

繰延資産

開業費 1,366 1,889

繰延資産合計 1,366 1,889

資産合計 117,739 124,528
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 10,965 11,274

電子記録債務 1,257 1,519

短期借入金 12,965 23,000

未払法人税等 526 243

未払消費税等 54 47

賞与引当金 1,375 662

役員賞与引当金 58 10

修繕引当金 255 622

設備関係支払手形 76 112

その他 8,938 6,897

流動負債合計 36,474 44,389

固定負債

社債 10,000 10,000

長期借入金 3,715 5,440

繰延税金負債 2,313 2,009

退職給付に係る負債 300 317

資産除去債務 2,120 2,183

その他 236 217

固定負債合計 18,686 20,167

負債合計 55,160 64,557

純資産の部

株主資本

資本金 3,343 3,343

資本剰余金 3,564 3,564

利益剰余金 46,816 43,138

自己株式 △1,211 △1,211

株主資本合計 52,512 48,834

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,334 2,705

為替換算調整勘定 2,112 3,976

退職給付に係る調整累計額 1,225 1,105

その他の包括利益累計額合計 6,671 7,787

非支配株主持分 3,394 3,347

純資産合計 62,578 59,970

負債純資産合計 117,739 124,528
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

売上高 59,937 61,400

売上原価 45,873 51,453

売上総利益 14,064 9,946

販売費及び一般管理費 10,798 10,936

営業利益又は営業損失（△） 3,265 △990

営業外収益

受取利息 21 20

受取配当金 189 211

不動産賃貸料 72 77

為替差益 193 577

受取保険金 101 -

その他 138 115

営業外収益合計 716 1,002

営業外費用

支払利息 118 154

社債発行費 27 -

修繕引当金繰入額 400 384

その他 83 82

営業外費用合計 629 621

経常利益又は経常損失（△） 3,351 △609

特別利益

固定資産売却益 4 2

投資有価証券売却益 0 122

特別利益合計 5 124

特別損失

固定資産除売却損 86 171

減損損失 - ※１ 1,635

固定資産評価損 3 -

投資有価証券評価損 0 0

事業整理損 - ※２ 51

特別損失合計 90 1,858

税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失（△）

3,266 △2,342

法人税、住民税及び事業税 642 554

法人税等調整額 318 63

法人税等合計 961 617

四半期純利益又は四半期純損失（△） 2,305 △2,960

非支配株主に帰属する四半期純利益又は
非支配株主に帰属する四半期純損失（△）

188 △239

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

2,117 △2,721
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 2,305 △2,960

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △384 △628

為替換算調整勘定 1,132 2,059

退職給付に係る調整額 △97 △121

その他の包括利益合計 650 1,309

四半期包括利益 2,955 △1,651

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,611 △1,605

非支配株主に係る四半期包括利益 343 △46
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

(時価の算定に関する会計基準の適用指針等の適用)

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27

－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって

適用することとしております。これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（追加情報）

(新型コロナウイルス感染症の影響について)

当社グループでは、新型コロナウイルス感染症の影響について、前連結会計年度の有価証券報告書に記載した

同感染症の今後の広がり方や収束時期等を含む仮定に重要な変更はありません。

新型コロナウイルスの世界的な感染拡大により、当社グループに関連する印刷インキ・塗料業界、製紙業界、

自動車業界などに係る需要環境が悪化したものの、回復した需要が継続しております。なお、中国におけるロッ

クダウンにより一部影響が出てきております。

当連結会計年度における同感染症の影響につきましては、一部に弱さが見られるものの、回復した需要が継続

するものと仮定し、固定資産の減損会計の適用及び繰延税金資産の回収可能性の判断等について会計上の見積り

をおこなっております。

なお、当該見積りは現時点の最善の見積りであるものの、感染状況の急速な悪化や再拡大による経済活動の停

滞が懸念される状況下において、見積りに用いた仮定の不確実性は高く、上記の仮定に状況変化が生じた場合に

は当社の財政状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性があります。
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（四半期連結損益計算書関係）

※１ 減損損失の内容

当社グループは、以下の資産グループについて減損損失を計上しました。

当第３四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年12月31日)

場所 用途 種類
減損損失
（百万円）

荒川ヨーロッパ社

(ドイツ ベーレン市)
製造設備 建物および機械装置等 1,635

当社グループは、概ね独立したキャッシュ・フローを生み出す最小単位によって資産をグルーピングしており

ます。

当第３四半期連結累計期間において、欧州における天然ガスおよび水素価格の歴史的高騰や原材料事情の悪化

から急速に製造コストが上昇、前期末時点で想定していた収益を見込めなくなり、荒川ヨーロッパ社における製

造終了を決定したため、製造設備の帳簿価額全額を減損損失（16億35百万円）として特別損失に計上いたしまし

た。

その内訳は、建物及び構築物１億13百万円、機械装置及び運搬具12億79百万円およびその他２億41百万円であ

ります。

なお、回収可能価額は使用価値により測定しておりますが、使用価値については、将来キャッシュ・フローを

マイナスと見込んでいるため、回収可能価額をゼロとして算定しております。

※２ 事業整理損の内容

当第３四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年12月31日)

当社の連結子会社である荒川ヨーロッパ社における製造終了を決定したことにともなう一時費用を計上してお

ります。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日　至 2021年12月31日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)

合計
機能性

コーティング
製紙・環境

粘接着・

バイオマス

ファイン・

エレクトロ

ニクス

計

売上高

　外部顧客への売上高 12,192 14,012 24,049 9,456 59,710 226 59,937

　セグメント間の内部売上高
　又は振替高

－ － － － － 26 26

計 12,192 14,012 24,049 9,456 59,710 253 59,964

セグメント利益 924 859 570 276 2,630 36 2,667

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、損害保険、不動産管理等を含んでお

ります。

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差

異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 2,630

「その他」の区分の利益 36

全社費用の配賦差額(注)１ 710

コーポレート研究開発費用(注)２ △326

営業外損益(注)３ 215

四半期連結損益計算書の営業利益 3,265

(注) １ 全社費用の配賦差額は、主に報告セグメントに予定配賦した一般管理費の差額であります。

２ コーポレート研究開発費用は、中長期での成長の源泉となる、報告セグメントに配賦しない新規研究開発費

用であります。

３ 営業外損益は、主に報告セグメントに計上されている営業外損益項目であります。

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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当第３四半期連結累計期間(自 2022年４月１日　至 2022年12月31日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)

合計
機能性

コーティング
製紙・環境

粘接着・

バイオマス

ファイン・

エレクトロ

ニクス

計

売上高

　外部顧客への売上高 12,107 15,808 23,438 9,874 61,229 171 61,400

　セグメント間の内部売上高
　又は振替高

－ － － － － 41 41

計 12,107 15,808 23,438 9,874 61,229 213 61,442

セグメント利益又は損失(△) 393 275 △1,959 374 △916 29 △887

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、損害保険、不動産管理等を含んでお

ります。

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差

異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 △916

「その他」の区分の利益 29

全社費用の配賦差額(注)１ △90

コーポレート研究開発費用(注)２ △301

営業外損益(注)３ 289

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △990

(注) １ 全社費用の配賦差額は、主に報告セグメントに予定配賦した一般管理費の差額であります。

２ コーポレート研究開発費用は、中長期での成長の源泉となる、報告セグメントに配賦しない新規研究開発費

用であります。

３ 営業外損益は、主に報告セグメントに計上されている営業外損益項目であります。

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

「粘接着・バイオマス」において、減損損失を計上しております。なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半

期連結累計期間においては16億35百万円であります。

　


